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電
車
に
乗
る
と

は
じ
め
て
の
ア
ル
バ
イ
ト
は

高
１
の
夏
休
み
の
海
の
家

毎
日
京
急
の
電
車
で
通
勤
し
た

は
じ
め
て
の
電
車
通
勤
わ
く
わ
く
し
た

そ
の
バ
イ
ト
先
で
知
り
合
っ
た
人
と
結
婚
し
た

子
育
て
も
終
わ
り

今
私
は
と
き
ど
き
夫
と

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
に
野
球
観
戦
に
行
く

毎
回
わ
く
わ
く
し
な
が
ら

京
急
の
電
車
に
乗
っ
て

作
／
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
Ｎ
Ａ
Ｏ
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特
集 

品
川
・
横
浜
・
横
須
賀
エ
リ
ア

沿
線
で
た
の
し
む 

“
読
書
の
夏
”

こ
こ
最
近
の
猛
暑
で
は

涼
し
い
場
所
で
、

本
を
読
む
時
間
が
心
地
よ
い
。

ひ
と
り
読
書
は
も
ち
ろ
ん
、

親
子
で
読
み
聞
か
せ
に
参
加
し
た
り
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
開
か
れ
た

沿
線
エ
リ
ア
の
図
書
館
と
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
ご
紹
介
。

Summer ofSummer of
        Reading        Reading
撮影場所／草径庵（表紙）、神奈川県立図書館（P3）3



●☎  046-822-2202 ● 横須賀市上町 1-61 ● 横 須 賀
中央駅から徒歩約１1 分 ●営 火・水・土・日曜日9：30～
17：20／木・金曜日 9：30～19：20  ●休  月（祝日の場合
は翌日）・第 4 木曜日（7・8・11・12月を除く）、年 末 年
始 、図書整理 期間 ●  @yokosukalib

横須賀市立中央図書館
0 1

　

１
９
７
４
年
に
開
館
し
た
横
須
賀
市
立
児
童

図
書
館
は
、
全
国
の
児
童
図
書
館
の
は
し
り
的

存
在
。
絵
本
や
児
童
書
な
ど
、
乳
幼
児
か
ら
中

学
生
向
け
の
本
が
充
実
し
て
お
り
、
市
内
全
域

は
も
ち
ろ
ん
、
横
浜
市
な
ど
か
ら
も
親
子
連
れ

が
訪
れ
る
。

　

月
に
３
回
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
ほ

か
、
昨
年
か
ら
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
い
つ
で
も
お
は
な
し
会
」

も
実
施
。
来
館
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
絵
本

を
読
み
聞
か
せ
し
て
く
れ
る
の
も
好
評
だ
。
さ

ら
に
は
、
外
国
語
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
実
施

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
親
子
が
絵
本
の
た
の

し
さ
を
体
感
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　

ど
ん
な
本
を
選
べ
ば
い
い
か
迷
っ
た
と
き
に

は
、
無
料
配
布
す
る
年
齢
別
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

手
に
取
っ
て
み
よ
う
。
子
ど
も
の
本
を
熟
知
し

た
司
書
が
、
乳
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
て
い
る
。
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
か
ら
新
し
い
本
ま
で
お
さ
え
た
セ
レ

ク
ト
は
、
子
ど
も
と
本
と
の
よ
い
出
会
い
の
き
っ

か
け
に
な
る
だ
ろ
う
。

約
５
万
６
千
冊
の
絵
本
や

児
童
書
を
所
蔵

年 に２回、 英 語、 フランス 語 な
ど外国語での絵 本の読み聞かせ
も行っている。

横須賀市立児童図書館
（横 須 賀 市 立中央 図 書 館 分室 ）
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●☎  046-825-4417 ● 横須賀市若松町 3-20  ● 横 須
賀中央駅から徒歩約１分 ●営 9：30～17：20 ●休  月（祝
日の場合は翌日）・第4木曜日（7・8・11・12月を除く）、
年 末 年 始 、図書整 理 期 間

絵 本 が ずらりと 並 ぶ 絵 本 コー ナ ー。 椅 子 や 床 に 座って、 絵 本 をた
のし める。

　

横
須
賀
は
、
ペ
リ
ー
来
航
や
そ
の
後
の
近
代
史
に
お

い
て
も
重
要
な
場
所
。
横
須
賀
市
立
中
央
図
書
館
に
は
、

海
軍
関
係
の
資
料
を
は
じ
め
、『
新
横
須
賀
市
史
』
の
編

さ
ん
の
際
に
収
集
し
た
郷
土
資
料
が
充
実
し
て
い
る
。

資
料
は
年
に
数
回
の
企
画
展
示
や
図
書
館
Ｈ
Ｐ
の
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

充
実
の
郷
土
資
料
を

展
示
・
デ
ジ
タ
ル
で
公
開今 年２～３月に 行 わ れ

た 企 画 展 示「鉄 道と横
須 賀 」 で 展 示 さ れ た
資 料 。湘 南 電 気 鉄 道
時 代（ 現・京 急 電 鉄 ）
の沿 線 の店のマッチラ
ベ ル や 当 時 の 電 鉄 職
員 が 着用していたは ん
てん 襟など。
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沿 線でたのしむ “ 読 書の夏”

　

１
９
５
４
年
に
開
館
し
た
、
神
奈
川
県
立
図

書
館
旧
本
館
（
現
・
前
川
國
男
館
）。
設
計
し
た

の
は
、
近
代
日
本
建
築
を
代
表
す
る
建
築
家
・

前
川
國
男
だ
。
旧
本
館
は
現
在
、
再
整
備
中
の

た
め
休
館
し
て
い
る
が
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

受
け
継
い
だ
新
し
い
本
館
が
２
０
２
２
年
９
月

１
日
、
隣
接
地
に
「
価
値
を
創
造
す
る
図
書
館
」

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

前
川
は
、
旧
本
館
に
日
差
し
を
遮
り
な
が
ら

も
室
内
に
や
わ
ら
か
な
自
然
光
を
取
り
入
れ
る

ホ
ロ
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
有
孔
れ
ん
が
ブ
ロ
ッ
ク
）

を
採
用
し
、
明
る
さ
と
落
ち
着
き
あ
る
空
間
を

実
現
し
た
。
一
方
の
新
本
館
は
、
旧
本
館
の
雰

囲
気
を
引
き
継
ぎ
、
大
き
な
ガ
ラ
ス
と
有
孔
木

パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
、
光
に
包
ま
れ
な
が
ら
本
と

向
き
合
え
る
空
間
を
生
み
出
し
て
い
る
。
書
架

は
も
ち
ろ
ん
、
サ
イ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
や
、
椅
子

や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
家
具
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て

配
置
ま
で
、
そ
の
全
て
が
心
地
よ
く
、
本
を
読

む
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

新
た
な
本
と
の
出
会
い
と
、「
読
む
」
こ
と

の
充
実
感
や
よ
ろ
こ
び
を
こ
こ
で
味
わ
お
う
。

前
川
國
男
建
築
の
特
長
を
受
け
継
ぐ
空
間

神
奈
川
県
立
図
書
館
本
館

神奈川県立図書館
0 3

●☎  0 4 5 - 2 6 3 - 5 9 0 0 ● 横 浜 市 西 区 紅 葉 ケ丘 9 - 2
● 日ノ出 町 駅 から徒 歩約 13 分   ●営 火 ～ 金 曜 日 9：
00～19：00、土・日・祝日 9：00～17：00 ●休  月（祝日の
場 合 は 開 館 ）・第 2 木 曜 日（ 祝 日 の 場 合 は 翌 日）、
年末年始、資料総点検期間 ●  @kanagawa_lib

企 画 展 示「源 氏 物 語を取り巻く女 性たちと文化 」は、図 書
館 の 所 蔵 資 料から『 源 氏 物 語 』 を読 み 解 いてい る。11 月
1 3 日まで開催中。

2 階には旧本 館（現・前川國男館）
を 設 計した 前 川 國 男 の 関 連 本 の
常設コーナーがある。館内のとこ
ろどころに設 置された椅 子の座り
心 地 のよさにも、「 読 む」 ことへ
のこだわりが感じられる。
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●☎  03-6433-0906 ● 品川区北品川 2-3-7 丸屋ビル
103 ● 新馬場駅から徒歩約 5 分  ●営 9：00 ～ 18：00
●休  月・火曜日 ●  @KaidoBooks_and

K A IDO
books ＆ cof fee

0 4

旅と街道をテーマに約
5 万冊所蔵、そのうち
約 1 万冊を店に置いて
いる。２階の本棚は北
は北海道から南は沖縄
まで、その土地にちな
んだ本がエリアごとに
並んでいる。

地元の人はもちろん、近くのゲストハウスに滞在中
の外国人旅行者も訪れる。

左 ／生 ま れ も育 ち も 品 川という店 主
の 佐 藤さん 。
上 ／カフェの人 気 メ ニ ュー は 、 自 家
製 のソー セ ー ジと バ ン ズ で つ くった

「 K A I D O ドッグ」（ 8 0 0 円 ）。

 「
目
の
前
が
東
海
道
な
の
で
、
店
の
名
前
を

Ｋか

い

ど

う

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
に
し
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
店
主

の
佐
藤
亮
太
さ
ん
。
古
く
か
ら
宿
場
町
と
し
て

人
々
が
行
き
交
っ
て
き
た
地
元
、
品
川
を
も
り
あ

げ
た
い
と
、“
旅
”
を
テ
ー
マ
に
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

を
開
い
た
。

 「
旅
と
い
っ
て
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
グ
ル
メ
本
で

は
な
く
、
日
本
全
国
の
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
本
を
そ
ろ

え
て
い
ま
す
。
販
売
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
こ
こ
で
読
ん
で
も
い

い
。
立
ち
読
み
は
無
料
で
す
（
笑
）。
専
門
書
や

地
域
資
料
な
ど
、
普
通
の
書
店
に
は
置
い
て
い
な

い
も
の
ば
か
り
な
の
で
、
普
段
な
ら
手
に
取
ら
な

い
よ
う
な
本
に
手
が
伸
び
る
ん
で
す
」

　

店
を
訪
れ
る
の
は
地
元
の
常
連
客
か
ら
、
貴
重

な
資
料
を
求
め
る
研
究
者
、
近
く
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
に
泊
ま
る
海
外
か
ら
の
旅
行
客
、
近
所
に
引
っ

越
し
て
き
た
ば
か
り
の
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

 「
も
と
も
と
、
品
川
は
旅
人
が
集
ま
る
街
だ
っ
た

の
で
、
そ
れ
を
再
認
識
し
て
も
ら
っ
た
り
、
こ
こ

が
地
元
の
人
の
居
場
所
に
な
っ
た
り
し
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

宿
場
町
・
品
川
発
、

旅
が
テ
ー
マ
の
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

6



沿 線でたのしむ “ 読 書の夏”

●☎  045-349-900 4 ● 横浜市磯子区岡村 4 -20-15 ハ
イム TZ 1F ● 上大岡駅から市バス 133「横浜岡村郵便
局前」下車徒歩約 6 分 ●営 金・土曜日 9：00～16：00
※2・9月は休業   ● http://soukeian.blog.fc2.com 
●  @booksoukeian

本とお茶ときどき手紙
草径庵（そうけいあん）

0 5

横
浜
を
一
望
、

日
本
一
高
い
ブ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

　

横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
69
階
、
高
さ

２
７
３
ｍ
に
位
置
す
る
展
望
フ
ロ
ア
、
ス
カ
イ

ガ
ー
デ
ン
。
横
浜
を
一
望
で
き
る
こ
の
場
所
に
横

浜
・
空
の
図
書
室
は
あ
る
。
横
浜
と
神
奈
川
、
そ

し
て
空
に
ま
つ
わ
る
約
２
千
冊
を
集
め
た
ブ
ッ

ク
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
絵
本
や
科
学
書
、
写
真
集

か
ら
小
説
ま
で
と
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
が
並

び
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
の
し
め
る
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
目
の
前
に
３
６
０

度
ぐ
る
り
と
広
が
る
景
色
を
前
に
本
の
世
界
へ
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
い
。

●☎  045-222-5030（代表）● 横浜市西区みなとみらい
2-2-1    ● みなとみらい線みなとみらい駅から徒歩約 3 分
●営 通常営業 1 0：0 0 ～ 2 1：0 0（最 終 入 場 は 20：3 0 ）
●休  無休  ●料  大人（18 ～6 4歳） 1,000 円 

　

草
径
庵
は
、
週
末
の
金
・
土
曜
日
だ
け
オ
ー
プ

ン
す
る
読
書
喫
茶
。
ラ
イ
タ
ー
の
安
木
由
美
子
さ

ん
が
、
静
か
な
住
宅
街
に
あ
る
実
家
の
敷
地
内
の

ア
パ
ー
ト
を
改
装
し
、
読
書
と
憩
い
の
場
と
し
て

２
０
１
２
年
に
は
じ
め
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
ド
リ
ン

ク
の
み
提
供
し
て
い
る
。

 「
普
段
は
こ
こ
で
も
の
を
書
く
仕
事
を
し
て
い

て
、
週
末
を
店
に
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
は

20
代
か
ら
８0
代
で
一
人
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
人
が

多
い
で
す
ね
。
静
か
に
本
を
読
む
人
も
い
れ
ば
、

毎
週
の
よ
う
に
立
ち
寄
っ
て
は
、
そ
の
１
週
間

の
で
き
ご
と
を
話
し
て
い
く
常
連
さ
ん
も
い
る
。

顔
見
知
り
に
な
っ
た
お
客
さ
ん
同
士
が
友
だ
ち

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
」

　

特
別
の
宣
伝
は
せ
ず
、
情
報
提
供
も
控
え
め
な

の
は
、
実
際
に
こ
の
場
所
に
来
て
感
じ
た
こ
と
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
か
ら
。
決
し
て
交
通
の
便
が

い
い
と
は
言
え
な
い
店
を
訪
れ
る
人
の
な
か
に

は
、
半
日
を
こ
こ
で
過
ご
す
人
も
少
な
く
な
い
。

 「
草
径
庵
は
、
来
て
く
れ
る
人
た
ち
が
お
互
い
に

い
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
。

や
っ
ぱ
り
“
人
”
が
大
事
で
す
ね
」

閑
静
な
住
宅
街
に
佇た

た
ず

む
、

週
末
だ
け
の
読
書
喫
茶

窓から見える緑に心和む。庭は安木さんの母親が手入れしている。
平 置 きさ れ た 本 の な か に は、
人から譲られたものも。

0 6 スカイガーデン「横浜・空の図書室」
（横 浜ランドマークタワー展 望フロア）
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お
さ
ら
いIN

F
O

   

情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
で
か
け
♪

「登山客が訪れる山小屋の写真
絵本で、毎年、夏前に小屋を建
て、冬前には解体するその過程
を写真でたのしめます。自分
で読むなら小学校中学年から、
読み聞かせるなら低学年でも」

横須賀市立児童図書館
中野恵子さん

『黒部の谷の小さな山小屋』
星 野 秀 樹／写 真・文
アリス館

草径 庵
店主 安木由美 子さん

「草径庵 10 周年を記念し、草径
庵通信 100 号分のエッセーを
もとにまとめました。写真を
お客さんが提供してくれたり、
イラストを近所のペン画家さん
が描いてくれたりと、みんなで
つくった自慢の本です」

『 閑事 草径庵の日々』
安木由美 子／著
ユニコ舎

Recommended Books

「同じ『塩辛』も、神奈川県は
赤色、富山県はイカ墨を使った
黒色など、日本各地の文化・風俗
の違いを写真で紹介。地域の
特徴が際立っておもしろい本
です。ぜひ、夏の旅のおともに」

横 須 賀市立中央 図書 館
出雲晶子さん

『くらべる日本 東西南北』
お か べたかし／文
山出高士／写 真
東 京 書 籍

「源氏物語の『若紫』の巻につ
いて詳しく書かれていて、物語の
伏線なども読み解いています。
読みやすくわかりやすいので、
まだ『源氏物語』を読んだこと
がない人にもおすすめです」

神 奈 川県 立図書 館
司書 吉村麻 希さん

『源氏物語に仕掛けられた謎
「若紫」からのメッセージ』

原岡 文子／著
角川学 芸出版

こ
の
夏
、

お
す
す
め
の
１
冊

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

た
ち
が
選
ぶ
、

十
人
十
色
の
物
語
。

本

横 浜ランドマークタワー
「スカイガーデン」
スタッフ一 同

「展望フロアから実際に見ら
れる雲と照らし合わせなが
ら、いろいろな雲の種類を探
すのも◎」

『 雲のカタログ
空がわかる全種分類図鑑』
村井昭夫、鵜山義晃／文・写真 
草思社

K A ID O b o ok s ＆ cof f e e
店主 佐 藤 亮 太さん

「地方のいろいろな妖怪が載っ
ていて、地域の色が見えておも
しろい。妖怪も民話や伝承的な
ものであり、そうした物語を味
わうのも旅のひとつだと思いま
す。サラッと読めるのもいい」

『よくわかる
「日本の妖怪」100』

日本 博 識 研 究 所／編
リイド社
※現在は電子書籍でのみ販売
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1987（昭和 62）年「京浜」から「京急」へと冠称を変更。10 駅の名前が
変更される際には二つ折りで 10 枚セットの記念入場券がつくられた。

「北馬場」も「学校裏」も現在は存在しな
い駅名。レトロな雰囲気は、昭和時代を
しのばせる。

HISTORY OF KEIKYU

人
、
中
村
草
田
男
の
俳
句
に
「
降
る
雪

や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
と
い
う

一
句
が
あ
る
。
過
去
に
思
い
を
は
せ
る
き
っ

か
け
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
鉄
道
の
「
駅
名
」

も
ま
た
、
昔
を
想
起
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
だ
。

こ
こ
で
は
、
京
急
電
鉄
の
駅
名
が
変
わ
っ
て

い
っ
た
歴
史
や
そ
の
背
景
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
。

　

ま
ず
わ
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、
創
立
90
周

年
を
迎
え
る
前
年
、
１
９
８
７
年
の
10
駅
の
駅

名
同
時
変
更
。
そ
れ
ま
で
冠
称
で
あ
っ
た
「
京

浜
」
を
「
京
急
」
に
改
称
し
、「
京
浜
〇
〇
駅
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
駅
が「
京
急
〇
〇
駅
」と
な
っ

た
。
こ
れ
は
駅
名
の
冠
称
を
「
京
急
」
に
統
一

す
る
た
め
の
変
更
だ
っ
た
。

　

ほ
か
に
は
「
統
合
」
と
い
う
形
で
駅
名
が

変
わ
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。「
新
馬
場
」
が

で
き
る
前
は
「
北
馬
場
」
と
「
南
馬
場
」
が

俳

あ
っ
た
が
、
１
９
７
６
年
に
統
合
さ
れ
「
新
」

が
冠
せ
ら
れ
今
に
至
る
。
ま
た
現
「
平
和

島
」
は
そ
の
名
が
２
度
も
変
わ
っ
た
駅
だ
。

１
９
０
１
年
「
沢
田
」
と
し
て
開
業
後
、
現
在

の
大
田
区
立
開
桜
小
学
校
の
裏
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
「
学
校
裏
」
に
。
１
９
６
１
年
に
は
、

当
時
、
埋
め
立
て
地
の
「
平
和
島
」
に
競
艇

場
を
誘
致
し
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
に
開
発
す
る

事
業
も
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
地
名
を
押
し
出

そ
う
と
現
駅
名
に
し
た
の
だ
。

　

駅
名
改
称
は
昔
の
話
だ
け
で
は
な
い
。

２
０
２
０
年
に
は
、「
産
業
道
路
」→「
大
師
橋
」、

「
花
月
園
前
」→「
花
月
総
持
寺
」、「
仲
木
戸
」→

「
京
急
東
神
奈
川
」、「
新
逗
子
」→「
逗
子
・
葉

山
」
に
名
前
が
変
わ
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
京

急
１
２
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
公
募

し
、
新
し
い
駅
名
を
付
け
た
。
こ
れ
か
ら
も
駅

名
に
は
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

50

京
急
電
鉄
の
謎

失
わ
れ
た
駅
名
に

隠
さ
れ
た

変
遷
の
歴
史

参考／『京急の駅 今昔・昭和の面影 100 余年間に存在した全駅を紹介』（JTB パブリッシング）
画像提供／神奈川県立金沢文庫（楠山永雄コレクション）

その他の駅名変更例

2004（平成16）年

京急安浦駅→県立大学駅
「横須賀公郷」として開業後、「京浜
安浦」「京急安浦」を経て現駅名に。
神奈川県立保健福祉大学が徒歩圏
に開設され名称が変更となった

1982（昭和57）年

谷津坂駅→能見台駅
駅前の坂道にちなみ「谷津坂」とした
が京成本線「谷津遊園」（現「谷津」）
と似た駅名だったこともあり変更。景
勝地、能見堂からその名をとった

1940（昭和15）年

軍需部前駅→安針塚駅
海軍軍需部があったため「軍需部前」
に。施設の名前が駅名でわかりやす
いのは軍事上よくないと、戦時中の
1940年に改称

9



FUTURE OF KEIKYU

“横須賀の小僧 目の当たり 
Big tune で Gyal dem bruk out
20年後も爆音が鳴ってるトコ 俺は此

こ

処
こ

”
by RUEED
from BRUK OUT(2023)

積
み
上
げ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
重
低
音
が

鳴
り
響
き
、
ス
キ
ャ
ン
ク
と
い
う
レ
ゲ
エ

の
ギ
タ
ー
の
刻
み
に
乗
せ
て
、
ボ
ー
カ
ル
が
ゆ
っ
た

り
と
歌
を
歌
い
始
め
る
。
一
般
的
に
、
ジ
ャ
マ
イ
カ

で
発
祥
し
た
レ
ゲ
エ
は
「I ア

イ
リ
ー

rie

（
平
和
で
心
地
よ
い
）

音
楽
」
と
い
わ
れ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
強
い
歌
詞
は

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
か
つ
情
熱
的
だ
。

　

今
か
ら
約
30
年
前
、「
レ
ゲ
エ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ス

プ
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
、
日
本
最
大
級
の
野
外
レ
ゲ

エ
ラ
イ
ブ
が
横
須
賀
で
行
わ
れ
て
い
た
。
当
時
は
最

先
端
の
音
楽
シ
ー
ン
で
、
約
４
万
人
の
動
員
数
の
年

も
あ
っ
た
ほ
ど
。
時
を
経
て
レ
ゲ
エ
フ
ェ
ス
が
再
び

横
須
賀
の
地
で
開
催
さ
れ
た
の
は
２
０
２
３
年
の
こ

と
。
名
前
は
「Y

よ

こ

す

か

O
KO

SU
K

A R

レ

ゲ

エ

EGG
AE B

バ
ッ
シ
ュ

ASH

」、

発
起
人
は
、
地
元
出
身
でRUEED

の
ア
ー
テ
ィ
ス

50File.

“夏はヨコスカ”を再び
レゲエフェスで
街を盛り上げる

ミュージシャン・俳優

窪塚亮介（RUEED）

いま、見えてくる
京急沿線の未来
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倉庫をリノベーションした「い
ちご よこすかポートマーケッ
ト」は、三浦半島の有名店や
食 文化が集 結した商業 施 設。
フェスの際はコラボ商品やイ
ベント、パ ブリックビューイ
ングを実施する予定。

ト
名
義
で
活
動
す
る
、
窪
塚
亮
介
さ
ん
だ
。

 「
三
浦
半
島
は
横
須
賀
・
湘
南
・
逗
子
・
葉
山
と
文

化
圏
が
違
う
エ
リ
ア
が
混
在
し
て
い
る
け
れ
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
た
ち
の
街
を
プ
ラ
ウ
ド
し
な
が
ら
認

め
合
っ
て
い
る
。“OneLove

（
調
和
）”
は
レ
ゲ
エ

の
精
神
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
世
の
中
の
良
く
な

い
こ
と
に
関
し
て
『
そ
れ
っ
て
間
違
え
て
る
よ
ね
？
』

と
突
っ
込
め
る
と
こ
ろ
も
レ
ゲ
エ
に
は
あ
っ
て
、
そ
れ

が
横
須
賀
の
街
の
雰
囲
気
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
ん
で
す
」

　

昨
年
行
わ
れ
た
記
念
す
べ
き
第
１
回
で
は
、
集
客

目
標
を
大
き
く
上
回
る
２
万
人
の
観
客
が
全
国
か
ら

押
し
寄
せ
た
。
今
年
は
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
２
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
遺
跡
の
よ
う
な
壁
に
囲

ま
れ
た
「
音
楽
噴
水
跡
地
」。
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ

て
す
ぐ
の
中
央
広
場
に
は
Ｄ
Ｊ
ブ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
、
ジ
ャ
ー
ク
チ
キ
ン
な
ど

の
ジ
ャ
マ
イ
カ
料
理
や
、
横

須
賀
に
ち
な
ん
だ
ネ
イ
ビ
ー

バ
ー
ガ
ー
な
ど
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
も
集
う
。
海
に
向
か
っ

て
歌
う
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
状
の

野
外
ス
テ
ー
ジ
は
、
窪
塚
さ

ん
が
高
校
時
代

に
舞
台
に
立
っ

た
縁ゆ

か
り

の
地
。
そ

の
目
の
前
に
広

が
る
芝
生
広
場
で
は
、
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
な
ど

が
出
店
予
定
だ
。

　

後
援
は
「
日
常
に
音
楽
の
あ
る
街
」
を
う
た
う
横

須
賀
市
。
ス
ポ
ン
サ
ー
は
、
遠
い
昔
に
レ
ゲ
エ
フ
ェ

ス
に
参
加
し
、
今
で
は
会
社
の
経
営
者
に
な
っ
た
人

た
ち
。
地
元
の
友
人
や
全
国
の
レ
ゲ
エ
仲
間
も
自
発

的
に
協
力
し
て
く
れ
た
。

 「
全
て
が
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
一
人
ひ
と

り
に
足
を
運
び
、フ
ェ
ス
の
意
義
や
目
的
を
説
明
し
ま

し
た
。
本
気
な
奴
に
は
本
気
で
熱
を
注
い
で
く
れ
る
の

が
横
須
賀
の
い
い
と
こ
ろ
。
み
ん
な
の
期
待
を
背
負

う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
こ

の
フ
ェ
ス
で
横
須
賀
の
魅
力
を
全
国
に
伝
え
、
未
来

へ
の
種
ま
き
を
し
た
い
と
い
う
使
命
感
の
方
が
強
い
」

　

昨
年
の
フ
ェ
ス
に
訪
れ
た
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
は

「
し
ば
ら
く
見
て
い
な
か
っ
た
横
須
賀
の
熱
い
夏
の

再
燃
だ
ね
」
と
喜
ば
れ
た
。
無
料
イ
ベ
ン
ト
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
親
子
３
代
で
ふ
ら
り
と
遊
び
に
来
る

人
も
多
く
見
か
け
た
。

 「
横
須
賀
と
い
う
街
も
、
音
楽
も
、
食
べ
物
も
、
人
も
、

誰
も
が
丸
ご
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
フ
ェ
ス
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
々
の
協
力
も
あ
り
、
今
年

も
入
場
無
料
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
レ
ゲ

エ
は
、
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
や
力
強
く
前
に
進
む
た

め
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
詰
ま
っ
た
音
楽
。
大
人
が

本
気
で
や
っ
て
い
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
も
か
っ
こ

い
い
、
自
分
も
そ
う
な
り
た
い
と
響
く
は
ず
。
こ
の

フ
ェ
ス
が
、そ
う
い
う
未
来
の
選
択
肢
を
増
や
す
き
っ

か
け
に
な
れ
た
ら
イ
イ
こ
と
か
な
っ
て
思
い
ま
す
」

YOKOSUKA REGGAE BASH 2024

〈Artists〉RUEED / PUSHIM 
/ DOZAN11 aka 三 木 道 三 / 
CHOZEN LEE and THE BANG ATTACK / 
RUDEBWOY FACE / CHEHON / ASOUND / 
Youth of Roots / HOME GROWN etc.

9 月22日（日・祝）・23日（月・振休）
10：00〜19：30（雨天決行 / 荒天中止）
神奈川県横須賀市稲岡町 82
三笠公園特設ステージ
※入場無料
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A

B

D C

生麦駅
至 花月総持寺駅

15

生麦神明公園

ヘビのオブジェは

「蛇も蚊も祭り」にちなんで。

江戸時代に疫病が流行した際、

カヤのヘビに悪霊を封じて

海に流したことに始まる。

普 通 電 車 の 旅
京 急 線 　

ひ と 駅 ご と に 行 き た い ま ち

江戸城に魚介類を献上する御
お

菜
さ い

肴
さかな

八
は ち

ヶ
が

浦
う ら

のひとつとして栄え、大正時代には工業地
帯や住宅地が登場。時代とともに発展し
ながら、その軌跡を地名や史跡、行事に
残してきた生麦エリア。夏や涼を感じるス
ポットと一緒に歴史もめぐろう。

有形無形の歴史あり

このエリアのおもしろ
ポイント

vol.152nd Season

１１ 江戸時代まで辺り一帯が麦畑だった

22 「生麦」は徳川 2 代将軍・秀忠由来説も

33 疫病を退散させたヘビは街のシンボル

44 「キリンビール前駅」という隣駅があった

55 「生麦住宅地」は京浜電気鉄道（現・京急電鉄）
による関東の私鉄初の住宅分譲地

生 麦 駅  編
な ま む ぎ

●☎ 0 1 2 0 - 0 1 - 0 5 8 6 ● 横浜市鶴見区生麦 1-12-16 ● 駅から徒歩
約 3分  ●営 9：00〜19：00（最終受け付け17：30） ●休 月・火曜日ほか
●料 炭酸シャンプーヘッドスパコース 4,950 円〜ほか

家 族 3 代 で 7 6 年 続く理 容 院 。カット技 術 の み ならず
炭酸水による洗髪も好評で、「炭酸ヘッドスパ」や「炭酸
ジェルシェービング」は女性にもおすすめ。女 性 客 には
個室対応もうれしい。

●☎ 090-1615-4392 ● 横浜市鶴見区岸谷1-24-3
● 駅から徒歩約 2分 ●営 9：00〜22：00 ●休 無休●料 ベト
ナム風ビーフシチューのフォー 970 円、ドリアンチェー
720 円

看板メニューは、牛骨などを 10 時間以上煮込
んでつくるフォー。スープのコクと喉ごしのいい
生米麺が食欲をそそる。デザートのチェーはぜ
ひドリアン入りにトライ!  どれも本場の味わい。
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E

至 京急新子安駅

首都高速

生麦事件碑

1862年
8月に起きた

「生麦事件」の

現場近くに
立つ碑。

この事件が明治維新に

つながったと
いわれる。

子安台公園

イラスト／田中未樹

※価格、営業時間などの情報は変更になる場合がございます

生麦駅

會
あい

田
だ

健
けん

一
いち

さん

高台の公園からも
街の歩みが見えてきます
海側は工業地帯で、山側は閑静な住宅
街。駅は終日さまざまなお客さまにご
利用いただいています。高台にある子
安台公園は、横浜ベイブリッジや首都
高速など横浜の湾岸地帯も一望できる
穴場夜景スポットとしても人気です。

●☎ 045-503-8250（9：45〜16：30）● 横浜市鶴見区⽣⻨ 1-17-1
● 駅から徒歩約10分 ●休 月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始、
設備点検日ほか ●料 工場見学 20歳以上1人／500円（20歳未満無料。
20歳未満だけの見学は不可）※工場見学は要予約・詳細は HP

（https://www.kirin.co.jp/experience/factory/yokohama）へ

ビール産業発祥の地で、ビールのおいしさを体感できる
工場見学「工場だけの特別体験。キリン一番搾り　お
いしさ実感ツアー」へ。シアター形式での歴史紹介や
ホップの香り体験、麦汁のテイスティングなど、趣向を
凝らしたルートであっという間の 90 分。

●☎ 045-501-5548 ● 横浜市鶴見区⽣⻨1-5-25 ● 駅から徒
歩約 4分 ●営 11：00〜20：00 ●休 月・火曜日（祝日の場合は営業）
●料 ペルクラクラウンフィッシュ 7,980 円ほか

カリブやフィジー、紅海など世界各国から取り寄
せた海水魚などを販売。カラフルな魚やサンゴ
の涼しげで幻想的なアクアリウムは、眺めていた
くなる。スタッフの丁寧なレクチャーで、初心者
も安心して海水魚飼育を始められる。

●☎ 045-581-2298 ● 横浜市鶴見区岸谷 1-20-61
● 駅から徒歩約8分 ※例大祭は 2024年8月3日（土）・
4 日（日）。神輿渡御（みこしとぎょ）は4 日（日）

約 450 年の歴史がある岸谷、生麦、大黒町の
総鎮守。100 段以上ある参道の石段は、村人
らが海から引き上げた石でつくったと伝わる。
例大祭の日に神輿がこの参道を通る様子は、
地域の夏の風物詩。

13



※諸事情により、イベントなどが延期または中止になる場合がございます。詳しくはHPなどでご確認ください ※冊子内の価格はすべて税込みです

なぎさ 646 号　MIULIKE Vol.25   2024 年 8 月 1 日発行 
発行／京浜急行電鉄株式会社
〒 220-8625 横浜市西区高島 1 丁目 2 番 8 号
☎ 03-5789-8686 ／ 045-225-9696
編集／株式会社京急アドエンタープライズ　印刷／山陽印刷株式会社

特集紹介エリア P3-8

▲

京急沿線の未来紹介エリア P10-11

▲

普通電車の旅紹介駅 P12-13

▲

この店、あのひと紹介駅 P16

▲

京急沿線マガジン「なぎさ」「MIUL IKE」バックナンバーは、
京急電鉄オフィシャルサイト「KEIKYU WEB」でお楽しみください。

路線図

ウォーターエリアやふわふわ
遊具、ワークショップや縁日
など楽しいコンテンツが盛り
だくさん！ 三浦・三崎野菜な
どを販売する「京急沿線マル
シェ」やスケート場の氷で遊
ぶ広場も開催します。

■開催日時／ 8 月 3 日（土）・4 日（日）各日 11：00 ～ 17：00
■会場／ボートレース平和島、BIGFUN 平和島
■入場料／無料 ※一部コンテンツ有料
■お問い合わせ／ 03-3768-9090

■住所／横 浜市磯 子区杉田 1-17-1 ■営業時間／平日 9：00～
22：0 0、土・日・祝 9：0 0 ～21：0 0 ■ 詳 細 ／ ht tps : //w w w.
keikyu-store.co. jp ■お問い合わせ／ 0120-34-0453（京急
ストアお客様ダイヤル／ 10 ： 00～18 ： 00 ※土・日・祝日を除く）

サマーフェスタ in Heiwajima
京急開発

7 月 30日（火）に京急線杉田駅直
結の商業施設プララ杉田 1 階に

「京急ストア杉田店」がオープンし
ました。磯子の逸品である完熟し
た杉田梅を使用した『杉田梅干し』

や『かながわ夢ポーク』など「じもとかながわ」の商
品を取りそろえています。ご来店お待ちしております！

「京急ストア杉田店」オープン！
京急ストア

詳 細はこちら

「美景」「美人」「美食」「美
質」という 4つの〝ビ（美）〟
を紹介している特別ラッ
ピング 電 車「ビビビビ！
台 湾 号」。京 急電 鉄 では

2015 年に台湾鉄路管理局と友好鉄道協定が締結され
て以来、さまざまな形で台湾の魅力を発
信しています。今年も羽田から台湾へ !!

■運行期間／運行中～９月 28 日（土）■お問
い 合 わ せ ／ 03-5789-8686 ま た は 045-
2 2 5 - 9 69 6（京急ご案内センター）

ビビビビ！台湾号 運行開始
台湾観光庁・京急電鉄

詳 細はこちら

4 種のお祭り屋台が楽
しめる「チャリティ縁
日」を開催！ぜひご家
族でお越しください。
チケットの売上金は全
て「日本赤十字社」に
寄付します。

■開催日時／ 8 月 24 日（土）16：00 ～ 20：
00 ■会場／ 6F ベイガーデン※雨天時は 3 Ｆ 
ゲート広場にて開催 ■お問い合わせ／ 045-
577-8123（10：00 ～ 20：00）

チャリティ縁日 2024
横浜ベイクォーター横浜スパークリングトワイライト

過去開催時の様子
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INFORMATION 京急沿線の新着＆おでかけ情報

次号は、2024年10月1日（火）MIULIKEとの合併号を発行予定です

MIULIKE P02-08

▲

（受付時間）9:00〜17:00 年末年始は休業

京急線の時刻や運賃など京急に関するお問い合わせは

※営業時間は変更となる場合がございます。

なぎさ 646 号　MIULIKE Vol.25   2024 年 8 月 1 日発行 
発行／京浜急行電鉄株式会社
〒 220-8625 横浜市西区高島 1 丁目 2 番 8 号
☎ 03-5789-8686 ／ 045-225-9696
編集／株式会社京急アドエンタープライズ　印刷／山陽印刷株式会社

■開催期間／開催中～ 8 月 31 日（土）■お問い合わせ／ 03-
5789 -8686 または 045 -225 -9696（京急ご案内センター） 詳細はこちら

一般社団法人三浦市観光協会ほか

参加神社で御朱印を受けると、リーフレットにスタンプを押します。北エ
リア 12 神社、南エリア 8 神社どちらかのスタンプを全て集めた方にオ
リジナルグッズ（先着 1,750 名さま）を、20 神社全てのスタンプを集め
た方には「京急夏詣 参拝の証手ぬぐい」（先着 1,000 名さま）をプレゼ
ントします。さらにリーフレットを提示して御朱印を受けると、オリジナル
はさみ紙のプレゼントも。そのほかヘッドマークと車内
を「7 種類の手ぬぐい風特殊中吊りポスター」などで装
飾した「京急夏詣号」を運行します。詳細は HP へ。

京急夏詣キャンペーン 2024
京急電鉄

▲HP

■開催日時／8月7日（水）
19：30～20：00
■会場／三浦海岸

三浦海岸納涼まつり
花火大会

■開催日時／8 月10日（土）、31日（土）、
9 月 14 日（土）、21 日（土）
各日 20：00 ～20：05
■会場／新港ふ頭（8月
10 日、31日、9月 21日）、
大さん橋（9月 14 日）
※ 10 月以降の花火大会
の日程は HP をご覧くだ
さい ▲HP

横浜スパークリングトワイライト

▲HP

■開催日時／8月24日（土）
19：00～20：00
■会場／海の公園

金沢まつり花火大会

夏の風物詩・花火大会が京急沿線
でも開催されます。夏の夜空を彩る
大輪の花火をお楽しみください。

京急沿線夏の花火大会情報

※詳細・お問い合わせは各 HP をご
確認ください
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三
崎
口
駅
か
ら
西
に
向
か
い
、
畑
を
抜
け
て
三

戸
浜
海
岸
へ
。
半
農
半
漁
の
暮
ら
し
が
息
づ
く
初は

っ

声せ

町
に
、
原
美
佐
子
さ
ん
が
切
り
盛
り
す
る
「
民

宿
は
ら
」が
あ
る
。も
と
は
家
族
で
釣
り
船
を
や
っ

て
い
た
が
、
客
か
ら
の
「
と
れ

た
魚
を
さ
ば
い
て
ほ
し
い
」

「
船
で
食
べ
る
お
む
す
び

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
声
に
こ
た
え
る
形
で

民
宿
を
始
め
、
今
年
で
45

年
に
な
る
。

　
　
　
民
宿
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
食
を

は
じ
め
と
す
る
三
浦
の
自
然
を

味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
宿
泊

客
に
は
、
な
る
べ
く
地
元
の

海
や
自
分
の
畑
で
と
れ
た
旬

の
食
材
を
ふ
る
ま
う
。
ま
た
、

日
帰
り
で
で
き
る
釣
り
の
ほ

か
、
団
体
客
向
け
に
漁
師
鍋
づ
く
り
体
験
や
、
三

戸
浜
海
岸
で
と
れ
た
天
草
で
と
こ
ろ
て
ん
づ
く
り

の
体
験
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

 「
修
学
旅
行
な
ど
で
来
た
子
ど
も
た
ち
は
、
と
こ

ろ
て
ん
が
天
草
で
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
び
っ
く
り
。

畑
に
な
っ
て
い
る
キ
ャ
ベ
ツ
を
初
め
て
見
る
子
も

多
い
。
み
ん
な
歓
声
を
あ
げ
て
た
の
し
み
、
た
く

さ
ん
食
べ
て
く
れ
ま
す
よ
。
三
浦
の
味
を
求
め
て

ま
た
来
て
く
れ
る
の
が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　
原
さ
ん
が
こ
こ
に
嫁
い
で
60
年
。
以
来
、
享
受
し

て
き
た
地
元
の
豊
か
さ
や
つ
く
り
続
け
て
き
た
旬
の

味
を
、
民
宿
は
ら
を
訪
れ
る
人
た
ち
が
未
来
に
つ
な

げ
て
く
れ
る
。
彼

ら
の「
お
い
し
か
っ

た
！
」
の
言
葉
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
、

原
さ
ん
は
今
日
も

海
へ
、
畑
へ
。

3131
この店、あのひとこの店、あのひと

民
宿
は
ら

三
浦
の
自
然
を
味
わ
え
る
宿

三
崎
口
駅

●☎  0 4 6 - 8 8 8 -3535
●  三浦 市 初声町三戸 24 49
● 三崎口駅 から車で 約 5 分

（事前予 約 制の送 迎あり）
●料 1 泊 2 食付き 2 名 1 室
大人 1 名 1 万 450 円〜
●  https://minsyuku-hara.jp 

民宿はら

6 月、三 戸浜 海 岸で
原さんが 捕ってきた
ウニ。ふわふわの身
はなにもつけなくて
もおいしい。
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